繊維リサイクル技術研究会
【設立経緯】

地球環境の保護や省エネルギー問題が取りざたされている中、循環型社会形成推進基本法が2000年5月に成立し、廃棄物の減量化とリサイクルの一層の推進が要請されています。 繊維関連の業界においても大量の廃棄物が発生しており廃棄物の減量化と有効な処理方法の確立が急務であります。繊維屑に関しては古くより反毛、フェルトとして再利用され、また、他にも精力的に環境とリサイクル問題に取り組んでおられる企業も少なくありませんが、繊維関連産業の発展には関連業界全体の横断的な情報交換を行い、公・学との緊密な交流の もとに環境・リサイクル問題に取り組む必要があります。そこで、繊維および繊維機械に携わる種々の分野の 技術者、研究者が一同に集い、環境に優しい繊維産業の構築の一環として繊維系廃棄物の有効利用について議論する場として2001年に本研究会を設立し、繊維系廃棄物の減量化手法、有効利用法、リサイクルを考慮した繊維製品のあり方、 サイクルの技術的、社会的成立条件などについて議論しています。
【活動】
主な活動実績としては、①情報交換会(５,６回／年) ②リサイクル関係施設見学 ③特定テーマを集中的に実行する分科会 ④講演会 ⑤繊維リサイクル関連報告書の刊行 ⑥日本繊維機械学会の年次大会における特定セッション発表会 ⑦メンバー相互の共同研究 ⑧海外の研究者との交流(国際シンポジウムの開催) ⑨メンバー相互の親睦　などが挙げられます。
過去の活動内容は学会HP（以下サイト）にて閲覧できます。

http://tmsj.or.jp/labo/recycle/recycle-index.html
【会員種別・運営分担金】
　法人会員：年額25,000円（税別）：研究会行事へ同一企業等から複数名の参加が可能。
　個人会員：年額  5,000円（税別）：登録者本人のみ研究会へ参加が可能。代理参加不可。
　学生会員：年額　2,000円（税別）：登録者本人のみ研究会へ参加が可能。
【運営委員会】

(平成30年度：委員19名)
委 員 長：木村照夫（京都工芸繊維大学・名誉教授）

副委員長：沖本智美（帝人フロンティア）
迫部唯行（ユニチカ）
玉田真紀（尚絅学院大学）

【申込方法】

①会員種別、②氏名、③連絡先（所在地、電話、FAX、E-mailアドレス）を記入の上、FAXあるいはメールにて下記宛にお申し込み下さい。
【申込先・問合先】
(一社)日本繊維機械学会

〒550-0004 大阪市西区靱本町1-8-4，大阪科学技術センタービル

TEL.06-6443-4691，FAX.06-6443-4694，E-mail：info@tmsj.or.jp

(一社)日本繊維機械学会　行

FAX.06-6443-4694　／ E-mail：info@tmsj.or.jp

繊維リサイクル技術研究会 入会申込書

       

  ﾌﾘｶﾞﾅ

　　　氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　所　属：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　部課名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　連絡先：〒　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　電話：　　　　　　　　　　　　　　
　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　　

　　　　E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　種別（○印）：　法人メンバー　　個人メンバー　　学生メンバー　
　　　連絡事項

